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1
. 目的

リモ ー

トセ ンシング手法を用いて農地 ･

森休 御 する場合, これまで光学系セ ンサ ー を中心 珊 知 確めら
れ 種々 0)成果を上さナ⊂いるが , 宰によっ で 敵 陣きなv 倒 釦 堺常に高し＼ この点で合成開口レ 一 列ま寒の有
無に依らず地表耐 潮 () T きるが､ 通常の S A R の画齢ま戦くン ドであり､ 情報勤 S,j ' ないためそ研 踊が進ま
ない でい 恕 近年後方散乱波の振幅と位相情報まで利用する合成開口 レ ー ダ干渉法 血血 触 出血 S A R
h S A R) カ瑚究されるようになり､ 鹿彬 紬 古凋カ 掛 つつある○ 励 鎗 血 弘 R

･

御 する壊乱 コ ヒ - レ

ン ス解析 ･ 軌 娘解析を用いるが､ この事陰で壮後で示す
･

よう与 側 馴 S A R の全 穣 陸の
特徴を 耕 できる｡ ｢ 太 地表面の 雛 を細 け

.

る差分 h S A R 触 hdSA R) による作抄ヾラメ 一 夕や
勝 1 ラメ 一 夕を抽出しようと考えるとき

､ 水蒸気による大気遅延は大き 棚 差となる｡ したがっ て､ 本研究の
目的札 G P S 克郎 掛ら得られる加 輪 ヂ+ クを用いて美分 h S A R に卿-′る大 槻 )特性を明かに し
さらにデ ー タの 榔 恥よる大 棚 差を除去する手払を開 削

-

る｡ また､ 四次元 脚 報システムのデ ー タ
を大気垂延デ+ タに変換し､ I n S A R 勧 rJ& 耳 順するシステムを開発するo

2 ･ コ ヒ - レンス解析 ･ 散乱題度解析の全天陰性

コ ヒ - レン ス解肝と臥 以下のように定義されたコ ヒ -

レ ン ス の大きさ (0 - 1) 棚 値に持つ画像を用
いて, 地表面の 機 財ヒ動輪析するh S A R 僻 の1 つ である. さらにこの コ ヒ -

レ ン ス画像と通常 磯 L
強度 醜 ､ それに2 時期の 粗 強度の射 胸 像とを用いることで ､ 3 次元の状態空間の中で地表面 欄 ヒを
う瀬ナることができるo そこで コ ヒ -

レ ン ス の中で水蒸気による大知 鞄 ㈱ まどのように表せるかを考察した
まず 2 時期の SA R の衡転画像を用いて､ 各画素の コ ヒ -

レン ス γ は
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と定義されるo ここで E i l 磯 妨働乱波を､ ( ) は期待値を 軌 複 粗 相蛤L# のうち2 時期で変化しか
一

様な成分と､ 天気 脚 や人知的働き掛け ㈱ により射 ける成分とを持′つⅠ払h s の 2 成分
モ ヵレl) を拡張し､ 大気遅延効果を考慮するように改良したモ カ レを
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の ように衷九 ここで E
oLさ計 様な成免 E ., F 壊 傾 扮であるo a ,b F 傭 ､ 句 様顔陵領軒 塩 e , Q 壮位

相､ $4 ,-手 淵 日 噛 塩 w
L
Q 淵 こよる大気遅延である｡ するとγは
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となるo したがっ て大気遅延の 御 領 の形で分離されるの T . コ ヒ - レン スの大きさl γl には大気遅延の効
鼎 甥許しなv l o また後方散舌L5 鍍 にも同じように大気遅延効果F瀬汚れな) , o

3 ･ 差労I n S A R による作物 I m J くラメ - タの抽出

通常差分 I n SA R をij地表面変位の検出に利用されるが ､ こ こでは作物 ･ 土壌パラメ ー タの抽出に
応相できないかを検討する｡ 例えばH al s e n n ら め椋鳥他の土壌水分の凍結､ 融解の様子を検出し､
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また Fl o u r y ら
3) 性陸相差と森林の高さとに相関を見いだ している｡ 先の コ ヒ -

レ ン ス解析
. 散乱軸受

脚 ㈱ ロえて解析することで作物 ･ 出鼻パラメ
ー

タの抽出が向上することが期待できるo この とき､ 水

蒸気による大気 馳 ま大きな欝差となるため､ G P S 鮒 ゝら得られる4 次元水蒸気情報システムのデ
ー

タを用

いて大 樹 性を詳細l功免討し､ さらにデ
ー タの緒間による大気遅睦沢差を除をナる手法を開発するo

4 . 観測計画

コ ヒ -

レ ン ス解析 ･ 散乱 棚 析および墓分h S A R による作物
･ 頒 ′ヾラメ 一

夕の持出には､ グラン ドトゥル
ー

ス 飼主+ : 槻 rD カ覗要である｡ グラン ドトウ′レ
ー

ス の対象となる名跡噸 榔 も G P S 鰍 ミ密に分布

し､ 地表が平らで ､ カy コ水田地帯を含むこととした｡ J E 脂 ･1 の シ ー ン 64 -240 (図 1) Fまつくぼ市を含む地域で

あり､ 1 3 の G P S 臓 り点が分布し､ 水田地帯であるた 棚 臓の条件 鮒 またこの椀卿由ま気象研究

所を含むため, も 劇 和ミ合えば集中 勧 中のラジオメ
ー

タのヂ+ タを利用できる可能性がある｡

まず熊樹形巳センタ
ー

瑠市原討験圃場内に定点を設けて, S A R 噸 I]l出汁増 て年数回､ 寛圧 ･ 気温 ･ 温度の

気象3 要素と G P S デ
ー

タを計執する. またシ
- -

㈹ 師l+用ごとに地表面の択態例えばイネの生長量､ 倒伏択

億等を和録し, 写実を撮る｡

これら 城 こ求めた定点の水熟 貯
+ タと G P S 轍 牌からの水無気デ

ー

タと合わせて､ Di 飽 柁 n d al h S A R

内の画像に現れn ＼る水蒸気による位相の差とを比較し､ 大気遅延量を定量的に評価するb

5 . 大気遅延情報システム

さらにプロ ジェ クトで開発される4 次元 槻 膏報システム のデ
+ タを用いて b S A R 解析用の大気遅延情報シ

ステムを開発するo この シ ステムでは､ J E E S ･1 噸 帽 とシ
ー ン静号またF瀬弓疲無塵を入力することで､ その

シ ー
ン内の大気遅延量を提供するc 具体的なデ

ー

タ 掛 軸ま今後G PS デ
ー タとI n S A R デ ー

タとの相 獅 鯨

果を基礎に決定していくB
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